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『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
（
ぼ
っ
ち
ゃ

ん
）
は
、
夏
目
漱
石
に
よ
る
日

本
の
中
編
小
説
。 

一
九
〇
六
年

（
明
治
三
九
年
）
、
『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
第
九
巻
第
七
号
（
四
月

一
日
発
行
）
の
「
附
録
」
（
別

冊
で
は
な
い
）
と
し
て
発
表
。 

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）

一
月
一
日
発
行
の
『
鶉
籠
（
ウ

ズ
ラ
カ
ゴ
）
』
（
春
陽
堂
刊
）

に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
単

独
で
単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
も

の
も
多
い
。 

主
人
公
は
東
京
の
物
理
学
校

（
東
京
理
科
大
学
の
前
身
）
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
江
戸
っ
子

気
質
で
血
気
盛
ん
で
無
鉄
砲
な

新
任
教
師
で
あ
る
。
漱
石
が
高

等
師
範
学
校
（
後
の
東
京
高
等

師
範
学
校
）
英
語
嘱
託
と
な
っ

て
赴
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
愛
媛
県

尋
常
中
学
校
（
松
山
東
高
校
の

前
身
）
で
一
八
九
五
年
（
明
治

二
八
年
）
四
月
か
ら
教
鞭
を
と

り
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九

年
）
四
月
に
熊
本
の
第
五
高
等

学
校
へ
赴
任
す
る
ま
で
の
体
験

を
下
敷
き
に
、
後
年
書
い
た
小

説
で
あ
る
。
人
物
描
写
が
滑
稽

で
、
わ
ん
ぱ
く
坊
主
の
い
た
ず

ら
あ
り
、
悪
口
雑
言
あ
り
、
暴

力
沙
汰
あ
り
、
痴
情
の
も
つ
れ

あ
り
、
義
理
人
情
あ
り
と
、
他

の
漱
石
作
品
と
比
べ
て
大
衆
的

で
あ
り
、
漱
石
の
小
説
の
中
で

最
も
多
く
の
人
に
愛
読
さ
れ
て

い
る
作
品
で
あ
る 

親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
子
供
の
頃

か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
、
父
親
と
死
別
後
、

親
の
残
し
た
遺
産
の
う
ち
兄
か

ら
渡
さ
れ
た
六
〇
〇
円
（
兄
は

同
時
に
清
と
い
う
名
の
下
女
に

与
え
る
よ
う
に
と
五
〇
円
を
渡

し
た
）
を
学
費
に
東
京
の
物
理

学
校
に
入
学
。
卒
業
後
八
日
目
、

母
校
の
校
長
の
誘
い
に
「
行
き

ま
し
ょ
う
と
即
席
に
返
事
を
し

た
」
こ
と
か
ら
四
国
の
旧
制
中

学
校
に
数
学
の
教
師
（
月
給
四

〇
円
）
と
し
て
赴
任
し
た
。（
校

長
か
ら
辞
令
を
渡
さ
れ
る
が
、

辞
令
は
帰
京
す
る
と
き
海
中
投

棄
し
た
こ
と
が
こ
こ
で
語
ら
れ
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
が
少
な
く
と
も
一

回
、
帰
京
し
た
こ
と
が
読
者
に

示
唆
さ
れ
る
。
）
授
業
は
一
週 

二
一
時
間
（
第
七
章
）
。
赴
任

先
で
天
麩
羅
蕎
麦
を
四
杯
食
べ

た
こ
と
、
団
子
を
二
皿
食
べ
た

こ
と
、
温
泉
の
浴
槽
で
遊
泳
し

た
こ
と
を
生
徒
か
ら
冷
や
か
さ

れ
、
初
め
て
の
宿
直
の
夜
に
寄

宿
生
達
か
ら
蚊
帳
の
中
に
イ
ナ

ゴ
を
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
手
ひ

ど
い
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
、
寄
宿
生
ら
の
処
分

を
訴
え
る
が
、
教
頭
の
赤
シ
ャ

ツ
や
教
員
の
大
勢
は
事
な
か
れ

主
義
か
ら
う
や
む
や
に
し
よ
う

と
す
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
こ

の
と
き
に
唯
一
筋
を
通
す
こ
と

を
主
張
し
た
山
嵐
に
は
心
を
許

す
よ
う
に
な
っ
た
。 

や
が
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
赤
シ

ャ
ツ
が
う
ら
な
り
の
婚
約
者
マ

ド
ン
ナ
へ
の
横
恋
慕
か
ら
う
ら

な
り
を
左
遷
し
た
こ
と
を
知
り

義
憤
に
か
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

で
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
山
嵐
は
意
気

投
合
す
る
。
し
か
し
、
赤
シ
ャ

ツ
の
陰
謀
に
よ
っ
て
山
嵐
が
辞

職
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
と

山
嵐
は
、
赤
シ
ャ
ツ
の
不
祥
事

を
暴
く
た
め
の
監
視
を
始
め
、

つ
い
に
芸
者
遊
び
帰
り
の
赤
シ

ャ
ツ
と 

そ
の
腰
巾
着
の
野
だ

い
こ
を
取
り
押
さ
え
る
。
芸
者

遊
び
に
つ
い
て
詰
問
す
る
が
、

し
ら
を
切
ら
れ
た
た
め
、
業
を

煮
や
し
鉄
拳
に
よ
り
天
誅
を
加

え
た
。 

即
刻
辞
職
し
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、

東
京
に
帰
郷
。
街
鉄
の
技
手
（
月

給
二
五
円
）
と
な
っ
た
。
坊
っ

ち
ゃ
ん
の
教
師
生
活
は
、
一
か

月
間
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
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